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昨
年
の
十
二
月
議
会
に
お
い
て
、
学
生
寮
存

続
の
立
場
と
し
て
、
大
規
模
改
修
や
建
て
か
え
で

は
な
く
、
現
在
地
を
売
却
し
、
そ
の
お
金
で
中
古

マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
転
し
、
そ
こ
に
島
原
市
の
大
使

館
的
な
事
務
所
を
併
設
す
る
提
案
を
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
の
検
討
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
二
十
三
年
度
中
で
の
方
針
決
定
を
目
標
に
検

討
を
進
め
て
い
る
。
先
般
、
企
画
委
員
会
を
開
催

し
、
提
案
さ
れ
た
方
法
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
た
が
、
現
時
点
で
は
結
論
を
出
せ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
方
針
を
決
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ

れ
た
候
補
地
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
に
つ
い
て

の
説
明
を
求
め
る
。

　
　
①
現
在
の
本
庁
舎
付
近
。
②
大
手
浜
埋
立
地

は
国
道
及
び
踏
切
を
ま
た
ぐ
た
め
安
全
面
で
の
問

題
。
③
島
原
城
趾
公
園
は
風
致
地
区
に
よ
る
建
築

物
の
高
さ
制
限
の
問
題
。
④
霊
丘
公
園
も
風
致
地

区
の
問
題
と
踏
切
を
渡
る
安
全
面
で
の
問
題
。
⑤

高
島
一
丁
目
付
近
は
大
手
川
を
ま
た
い
で
建
設
す

る
こ
と
に
よ
る
諸
問
題
。
⑥
島
原
駅
付
近
は
線
路

を
ま
た
い
で
建
設
す
る
こ
と
の
問
題
。
⑦
島
鉄
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近
は
堀
町
縦
線
（
通
称
水
頭

線
）
の
拡
幅
の
問
題
が
あ
る
。

　
　

こ
の
条
例
案
に
お
け
る
①
対
象
業
種
、
②
対

象
要
件
、
③
新
規
メ
ニ
ュ
ー
の
説
明
を
求
め
る
。

　
　
①
製
造
業
、
自
然
科
学
研
究
所
、
機
械
修
理

業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
宿
泊
業
、
技
術
サ
ー
ビ

ス
業
、
物
流
関
連
業
を
支
援
対
象
業
種
と
し
て
い

る
。
②
新
設
、
改
修
で
は
二
千
五
百
万
円
以
上
の

投
資
と
五
人
以
上
の
新
規
雇
用
。
増
設
、
移
設
で

は
千
万
円
以
上
の
投
資
と
一
人
以
上
の
新
規
雇
用

が
要
件
で
あ
る
。
③
「
立
地
奨
励
金
」
は
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額
に

対
す
る
補
助
。
「
施
設
整
備
奨
励
金
」
は
施
設
、

設
備
の
取
得
や
改
修
に
対
す
る
補
助
。
「
土
地
家

屋
賃
借
奨
励
金
」
は
土
地
家
屋
の
賃
借
料
に
対
す

る
補
助
。
「
雇
用
奨
励
金
」
は
新
規
雇
用
に
対
す

る
補
助
の
四
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

◇
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
見
直
し
に

　
　

つ
い
て

　
　

消
費
税
増
税
は
是
か
、
非
か
問
う
。
ま
た
、

増
税
と
な
っ
た
場
合
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
や
対

応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
消
費
税
論
議
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
等
と

の
一
体
改
革
と
し
て
、
国
政
に
お
い
て
十
分
国
民

の
理
解
を
得
る
よ
う
討
議
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。
高
齢
化
社
会
に
よ
る
福
祉
財
源
や
社
会
保
障

財
源
確
保
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
考
え
て
い
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
行
政
の
無
駄
な
部
分
等

の
削
減
に
も
取
り
組
み
、
理
解
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
生
活
面
で
は
景
気
を
悪
化
さ

せ
ず
に
安
定
税
制
に
向
か
う
よ
う
十
分
慎
重
に
制

度
設
計
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
今

後
、
市
長
会
を
通
じ
て
情
報
把
握
に
努
め
な
が
ら

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
は
是
か
、
非
か
問
う
。

　
　
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
、
情
報
開
示
が
不
十

分
で
あ
り
、
国
内
対
策
が
不
明
確
な
ま
ま
交
渉
参

加
を
す
る
こ
と
は
極
め
て
慎
重
に
対
処
す
べ
き
だ

と
申
し
入
れ
て
い
る
。
交
渉
参
加
に
よ
っ
て
地
域

経
済
へ
の
多
大
な
る
影
響
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
地
域
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
大

変
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
の
た

め
、
保
険
証
と
一
緒
に
出
せ
る
よ
う
な
意
思
表
示

カ
ー
ド
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
作
成
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

　
　

島
原
市
の
今
後
の
人
口
変
化
を
ど
の
よ
う
に

分
析
し
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
を
平
成
二
十
八
年
と

し
た
場
合
、
推
計
人
口
を
約
四
万
五
千
人
と
見
込

ん
で
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

　
　

 

デ
ジ
タ
ル
化
へ
移
行
す
る
理
由
は
何
か
。

　
　
現
在
の
設
備
は
、
旧
島
原
地
区
が
二
十
年
以

上
、
旧
有
明
地
区
は
二
十
七
年
以
上
が
経
過
し
て

お
り
、
老
朽
化
に
よ
る
屋
外
子
局
や
戸
別
受
信
機

の
故
障
、
ま
た
、
新
た
な
住
宅
地
の
形
成
に
よ
る

難
聴
地
域
も
ふ
え
て
い
る
。
国
か
ら
も
早
期
の
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
移
行
の
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。
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島田　一徳
議員

実践クラブ

生田　忠照
議員

新
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て

東
京
学
生
寮
に
つ
い
て

　
市
庁
舎
現
在
地
建
て
か
え

案
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

　
企
業
立
地
促
進
条
例
に
つ

い
て

　
国
保
財
政
の
健
全
運
営
に

つ
い
て

　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
移
行
事
業
に
つ
い
て

　
新
年
度
予
算
編
成
に
対
す

る
国
政
の
動
き
の
影
響
と
市

長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て


